
昭 和59 年7 月20 日

あ だ ち 広 報

第657 号( 1)

編集/ 足立区企画部広報課 120 足立区千住一丁目4- 18 ( 882) 1111　第二庁舎( 889) 6161

一 般 相 談
□ 区役所1 階区民相談室
相破日は、土・日曙日・祝日を
除く毎日。午前9 時～午後4 時

□ 西新并区民 ホール
相破日は、火曜日を除く毎日。
午荊10時 ～午後4 時

月2 回( 5 日、20日) 発行

健 康 で 明 る い 心 を

す
こ
や
か
に
育
て
青
少
年

〈
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ー
ン
作
戦
〉

学
校
以
外
の
場
で
の
団
体
活
動

は
、
青
少
年
が
扛
会
性
や
責
任
感

を
養
う
よ
い
機
会
で
す
。
地
域
を

単
位
と
す
る
各
棧
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
は
、
進
ん
で
参
加

さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

小
学
生
、
中
学
生
と
年
代
の
異

な
る
肓
少
年
が
お
と
な
と
一
緒
に

な
っ
て
奉
仕
活
勳
を
す
る
。

家
庭
や
学
校
で
の
生
活
と
は
違

つ
た
体
験
が
醇
ら
れ
ま
す
。

わ
が
ま
ま
の
き
か
な
い
団
体
活

勦
、
一
方
で
は
幼
い
者
へ
の
い
た

わ
り
…
団
体
生
活
の
仕
組
み
や
し

き
た
り
を
身
を
も
っ
て
知
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
杠
会
性
や
責
任
慝
が

養
わ
れ
、
将
采
、
社
会
参
加
を
ス

ム
ー
ズ
に
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

ま
わ
り
の
お
と
な
も
、
育
威
者

や
指
導
者
と
し
て
青
少
年
の
団
体

活
勳
に
参
加
し
、
冢
庭
や
学
校
と

連
携
を
取
り
合
つ
て
活
勣
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

区
で
は
、
▼
地
域
ぐ
る
み
で
住

み
よ
い
杠
会
の
環
境
つ
く
り

▼

青
少
年
杠
会
参
加
の
推
進

▼
健

康
で
明
る
い
家
庭
づ
く
り
を
目
裸

と
し
た
青
少
年
対
策
貉
本
方
針
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
目
嘩
を
実
現
す
る
た

め
、
胃
少
年
の
健
全
弯
成
活
勣
お

よ
び
缸
会
忝
加
活
動
の
一
環
と
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
学
校
の
先

生
、
児
童
生
徒
に
よ
る
地
域
濟
掃

活
動
を
け
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

地
域
と
学
校
と
の
連
携
、
と
り
わ

け
子
ど
も
と
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

親
と
子
の

町
ぐ
る
み
ふ
れ
あ
い

ク
リ
ー
ン
作
戦

区
・
教
弯
委
員
会
・
青
少
年
問

題
協
巖
会
・
区
内
三
警
察
冥
が
主

唱
し
、
町
会
連
合
会
の
協
賀
で
、

「
親
と
子
の
町
ぐ
る
み
ふ
れ
あ
い

ク
リ
ー
ン
作
俄
」
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

実
施
団
体
は
、
出
張
所
単
位
に

組
繖
さ
れ
て
い
る
胃
少
年
対
策
地

区
委
貝
会
で
す
。

本
年
度
は
区
内
五
地
区
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
実
施
し
、
来
年
度

以
降
は
区
内
全
域
に
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
す
。

実
施
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は

禎
極
的
な
尠
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

□
実
施
地
区

▼
青
少
年
対
策
第
四
地
区
委
揖

会
(
第
四
出
張
所
管
内
)

▼
第

十
地
区
委
祠
会
(

第
十
出
張
所

管
内
)
▼
第
十
四
地
区
委
貝
会
(

第
十
四
出
張
所
管
内
)

▼

第
十
七
地
区
委
員
会
(

第
十
七

出
張
所
管
内
)
▼
東
綾
瀬
地
区

委
員
会
(
東
崚
瀬
出
張
所
管
内
)

□
実
施
時
期

七
月
一
曰
か
ら
九
月
末
日
の

關
間
に
各
地
区
委
貝
会
で

匸
回

行
い
ま
す
。
日
時
は
各
地
区
委

員
会
で
决
定
し
ま
す
。

□
実
施
規
模

管
内
に
住
む
児
單
生
徒
は
全

員
参
加
し

、
お
と
な
も
一
世
帯

一
名
の
參
加
を
お
頤
い
し
ま

す
。
学
校
の
先
生
、
関
係
行
政

機
関
も
参
加
し
ま
す

。

□
作
業
の
内
容

道
路
の
空
カ
ン
、空
び
ん
、ゴ

ミ
類
等
膏
分
別
収
集
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
所
少
年
対
策
廻
当

青
少
年
健
全
育
成

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

渮
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
る

た
め
に
は
、
円
満
な
家
庭
生
活
、

そ
し
て
家
啀
・
学
校
・
地
域
の
人

々
が
連
携
し
、
良
い
社
会
環
境
を

確
保
し
、
か
つ

『
少
年
か
多
く
の

仲
問
達
と
共
に
学
び
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
趣
旨
を
テ
ー
マ
と
し
て
潸

少
年
間
題
の
理
解
を
よ
り
深
め
、

今
陂
の
丹
蒙
活
勣
に
利
m
す
る
た

め
槻
語
を
萼
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
K

民

テ
ー
マ
　
肖
少
年
健
兔
弯
成
の
趣

旨
に
川
し
た
も
の

応
募
力
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齡
(
小
・
中
学
生
は
学

校
名
・
学
年
)
を
明
記
す
る
。

一
人
三
点
ま
で
で

、
ハ
ガ
キ

ー

枚
に
つ
き
一
点

応
募
期
限
　

九
月
十
日
(
月
)
必
着

応
募
・
問
合
せ
先
　
酉
少
年
対
策

担
当
(
I
l
2
0千
僅
▽
一
四
上

八
)区

の
昭
和
5
8年

少
年
補
導
白
書

□
非
行
の
実
態

咀
立
区
の
昭
和
五
十
八
年
の
少

年
非
行
の
傾
向
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

▽
非
行
少
年
は
二
千
こ
百
七
ヤ
ヒ

人
と
な
り
、
前
年
に
比
ぺ
六
ト

ー
人
増
加
し
ま
し
た

▽
非
行
少
年
を
年
齢
別
に
み
る
と

ヤ
四
歳
が
四
百
八
十
五
人
で
燬

も
多
く
、
十
三
歳
I
ヒ
五
歳
の

中
間
年
齢
層
で
全
体
の
五
ぺ
し

弱
を
占
め
て
い
ま
す

▽
学
生
、
職
蒭
人
別
で
は
、
中
学

生
の
占
め
る
割
二
が
冊
く
、
乙
n

休
の
瓦
。。。
%強
を
占
め
て
い
ま

す
▽
罪
極
別
に
み
る
と

、
前
年
と
ほ

ぼ
変
わ
り
な
く
、
窃
盗
犯
が
全

体
の
五
四
%
強
と
多
数
を
函
め

て
い
ま
す

▽
女
f

非
ほ
は
、
過
去
最
高
だ
っ

た
前
年
に
比
ぺ
五
人
減
少
し
て

五
百
瓦
人
と
な
り
ま
し
た

▽
不
良
行
為
少
年
は
、
前
年
に
比

ぺ
て
九
百
二
十
二
人
と
増
加
し

て
五
千
五
百
人
と
な
り
ま
し

た
。
行
為
別
に
み
る
と

、
深
夜

は
い
か
い
、
喫
煙
、
不
良
交
及

で
全
体
の
七
八
%
を
占
め
て
い

ま
す

▽
非
行
少
年
と
石
良
げ
為
少
¥
を

あ
わ
せ
た
非
行
少
年
等
を
月
別

に
み
る
と
、
舂
と
似
か
多
く
な

っ
て
お
り
、
ぞ
は
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す

□
非
行
の
動
機
・
背
景

子
ど
も
た
ち
が
非
行
に
走
る
動

機
と
し
て
は
、
利
欲
、
遊
び
・
好

奇
心
・
ス
リ
ル

、
一
時
的
盗
明
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
ご

ゐ

こ
と

は

、
自
己
揖
制
が
で
き
な
い
今
の

。子
ど
も
の
特
笞
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
と
い
え
る
で
し
冫
つ
。

で
は
、
升
行
の
背
吩
に
は
ど
の

よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か

。
家
啀
・
学
校
・
地
城
桂
会
の

そ
れ
そ
れ
に
、
多
く
の
問
a
か
ひ

そ
ん
で
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
巾
で
符
に
注
囗
す

ぺ
き
は
保
護
呂
の
態
度
で

、
四
割

の
家
啀
が
「
放
任
一
で
あ
っ
た
と

い
う
峡
計
が
で
て
い
ま
す

。

□
あ
す
の
た
め
に

少
年
非
行
は
、
一
般
化
・
低
年

齢
化
等
の
傾
向
を
不
し
て
お
り
、

非
行
内
容
も
多
様
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
て

は
、
解
決
策
は
一
律
と
は
い
え
ず
、

ま
た
効
宋
四
?
ぐ
現
れ
な
い
の
で

地
逎
な
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
活
動
の

積
み
重
ね
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
青
少
年
健
全
弯
成

運
動
は
、
家
庭
、
学
咬
、地
域
社
会

か
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
必
要
で

す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
啗
勾

を
お
頤
い
し
ま
す
。

A
胃
少
年
対
策
担
当
V

区民まつり
実行委員募集
10月13日・14日
しょうぶ沼公園

秋
の
区
民
ま
つ
り
に
む
け
て
凖

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
す
区
民
惷
章
推
進
協

議
会
の
活
勣
と
し
て

、
区
民
ま
つ

り
の
閧
催
が
と
り
あ
け
ら
れ
、
こ

の
ほ
ど
凖
備
余
か
発
足
し
ま
し

た

。足
立
の
区
民
ま
つ
り
も
こ
と
し

で
三
・回
目
、「
み
ん
な
で
つ
く
る
1

づ
く
り
の
ま
つ
り
」
、
「
。た
の
し
い

区
民
の
ひ
ろ
ば

」
と
し
て

、
い
っ

そ
う
の
も
り
あ
が
リ
か
期
待
さ
れ

て
い
ま
す

。

ま
つ
り
に
あ
な
た
の

ア
イ
デ
ア
と
行
動
を

区
民
ま
つ
り
の
皀
廁
か
ら
運
営

。切
を
お
こ
な
う
の
が
K
民
ま
つ

り
実
行
委
n

余
で
す
。

愉
快
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た

り
、
特
枝
を
生
か
し
た
り
畧
方
な

ど
で
ま
つ
り
つ
く
り
に
穆
加
し
て

み
よ
う
と
・思
う
方
、
ぜ
ひ
実
行
委
a

に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

凖
瞞
会
で
は
、
多
く
の
方
々
の

応
募
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

資
格

区
内
に
在
庄
・
在
動
・
在

学
の
方

活
勤
内
容

実
行
委
日
会
へ
の
出

席
、
催
し
の
企
圃
、
渊
営
、
宣

已
、
j
日
の
設
営
等

応
募
力
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
職
業
、
電
話
番
り
、
希
望

す
る
活
勦
を
記
入
の
う
え
、
八

月
十
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

応
募
・
問
合
せ
先
K

民
ま
つ
り

実
行
委
員
会
準
備
会
(
〒
1
2
0
下

哇
一
　
四
一一
八

地
域
振
興

課
内
)

第
六
回
足
立
の
花
火
大
会
( 2 面)

7 月25 日( 水)

午後7時15分～8時45分
荒川河川敷

千住新橋から西新井橋間

姉妹都市提携

友好のかけ橋
足 立
区

べ ル
モ ン ト

市

ペ
ル
モ
ン
ト
市
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
三
分
の
一
の
面
積
を
占
め
る

西
オ
l
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
州
都
パ
ー

ス
の
中
に
あ
り
ま
す

。

面
積
　
三

▽

九
六
㎡

人
囗
　
約
三
万
二
千
人

気
候
　
地
中
剏
性
型
の
温
暖
な
気
候

で
、
冬
(
六
月
～
八
月
)
1
日
本

と
反
対
-
で
も
平
均
気
温
は
摂
氏

十
七
I
付
八
度
で
す
。

ペ
ル
モ
ン
ト
市
が
あ
る
地
域
は

日
照
時
閧
も
長
く
、
十
月
の
舂
に

な
る
と
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
と
い

う
花
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。こ
の
た

め
、
サ
ン
シ
テ
ィ
、
ま
た
は
、ワ

イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
シ
テ
ィ
と
も
呼

ぱ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ペ
ル
モ
ン
ト
市
は
水
と

緑
の
豊
か
な
ま
ち
で
、
市
の
北
側

に
は
魚
釣
り
や
水
泳
の
で
き
る
ス

ワ
ン
川
が
流
れ
、
市
民
の
憇
い
の

塲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
ロ
メ
モ
=
【
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

羊
】
閲
拓
当
時
ス
ペ
イ
ン
の
メ
リ
ノ

晞
を
三
十
数
頭
い
れ
た
の
が
始
ま

り
。今
は
約
一
億
六
千
万
唄
人
囗

の
十
一
倍
A
企
圃
課
V

羊と牧羊犬

足
立
区
長
選
挙

事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

区
長
の
任
嗣
が
本
年
九
月

二
十
曰

采
)

に
満
丁
し
ま

す

。
こ
れ
に
と
も
な
い
、X

長
選
挙
が
九
月
九
日
(
一日
)

に
ほ
わ
れ
ま
す

。

告
示
日
は
九
月
二
冂
百
)

で
す

。

選
挙
胃
理
委
員
会
で
は
、

区
長
選
挙
の
立
侯
補
珊
定
者

に
対
し
、
広
の
と
お
り
箏
前

脱
明
会
を
間
催
し
ま
す
。
霆

候
補
を
I
定
さ
れ
て
い
る
ち

は
、必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

こ
の
時
に
会
場
で
、
立
候
鮪

届
出
に
必
要
な
各
穡
胯
類
を

お
假
し
し
ま
す
。

日
眄
　
べ
月
七
日
{
さ
气

険
一
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
七
听
大
会
・議

室
参
加
人
員
　

一
立
・候
哺
者
に

つ
き
一
裄
ま
で

問
合
せ
先
　
送
挙
管
理
委
n

余
唄
蝎
い

区
の
情
報
公
開
懇
話
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

ぺ
月
ト

ー
目
、
耻
よ
区
炳

餓
公
聞
包
話
幺
の
令
J
叫
会
a

か
間
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
咀
立
区
が
昭

利
六
辷

年
度
か
ら
実
峩
を

予
竃
し
て
い
る
情
蔔
云
闃
制

度
久

卜
民
の
ク
痢
か
ら
り

え
て
い
た
た
く
も
の
て
す

こ
の
囗
は
、
ま
す
、
ド
皿

か
・
つ
弁
&
い
に
委
囑
状
か
L

渡
さ
れ
ま
し
た

。

引
き
続
き
区
艮
か
ら
一
聞

か
れ
た
ド
政
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
ベ
か
傑
り
す
る
吶

餓
を
哇
民
と
行
政
と
の
擂
む

吋
産
と
し
て
、
哨
唖
的
に
庄

民
に
公
間
す
べ
き
で
あ
る
と

苟
え
て
い
ま
す

」
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て

、
会
長
に
加
藤
芳

太
郎
委
目
匸

中
臾
大
学
法
学

部
敦
授
)
弋

副
会
長
に
検

。子
に
委
0

卮

立
人
学
法
学

部
敦
授
沁
羞
出
し
ま
し
た

。

さ
ら
に
、
小
。
委
捫
会
の
設

誤
を
状
定
し
、
委
M
は
、
加

藤
舌
り
、
歟
了
委
貝
、
恒
川

委
0
(
啝
京
人
学
教
養
部
助

教
授
气
伊
集
院
。
&
い
『
弁
護

七
』
の
片
々
に
決
ま
り
ま
し

た
。A

哂
報
『
八
聞
凖
㈲
捐
肖
V
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足立の花火大会

多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
に
観
し

ま
れ
て
瘴
た
「足
立
の
花
火
」も

今
年
で
塋
(
回
と
な
り
ま
し
た
。

夜
空
に
映
え
る
光
の
花
豪
心
ゆ

く
ま
で
お
桑
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
七
月
二
十
五
日
(
水
)
、
午

吹
七
時
十
五
分
～
八
時
四
十
五

分
(
雨
天
、
荒
天
の
場
合
は
二

土
(
日
に
順
延
)

場
所
　

荒
川
河
川
敷
(
千
住
新
檎

か
ら
酉
新
井
橋
間
)

花
火
の
内
容
　
▽
打
上
花
火
・・・
千

発
　
▽
ス
タ
ー
マ
イ
ン
・・・
三
千

発
　
▽
仕
掛
花
火
・・・一
台

□
会
場
で
ご
覧
に
な
る
皆
さ
ん
へ

会
場
内
外
は
、
大
変
な
混
雑
が
予

孥
さ
れ
ま
す
。
次
の
点
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
交
通
整
理
、
警
備
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
▽

観
覧
は
図
1
の
観
覧
席
で
ご
覧

く
だ
さ
い
　
▽
会
場
内
に
は
危

険
防
止
の
た
め
、
図
1
の
と
お

り
立
入
蔡
止
区
域
が
表
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
絶
対
に
入
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
　
▽
当
日
は
、

交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
付
近
に

は
畦
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
自
助
車
、
自
転
車
で
の
采

塘
は
で
孝
ま
せ
ん
　
▽
会
場
内

外
で
の
危
険
物
の
持
ち
込
み
、

危
険
行
為
は
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
　
▽
会
場
内
に
は
、

薯
察
、
消
防
の
各
本
部
、
救
霞

所
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
位
置
を
確
認
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
　
▽
千
住
新
橋
、

西
新
井
僑
上
か
ら
の
観
覧
は
、

通
行
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な

く
危
険
で
す
の
で
や
め
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
橋
や
堤
防
上
の

通
行
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
　

▽
懐
中
物
は
各
自
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
　
▽
会
場
は
足
場
が

悪
い
の
で
、
足
元
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
　
▽
気
分
が
悪
く
な
っ

た
り
、目
に
ゴ
ミ
が
人
つ
た
り
、

ヶ
ガ
夸
さ
れ
た
方
は
、
救
護
所

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
　

▽
に
わ

か
雨
に
偉
え
、
雨
具
を
ご
用
意

く
だ
さ
い

▽
ゴ
ミ
は
各
自
で

持
ち
帰
つ
て
く
だ
さ
い

□
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
ヘ

ー
会
場
周
辺
道
路
が

交
通
止
め
に
な
り
ま
す
I

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
図
H
の
黒
線
部
分
の
道
路

(
西
新
井
榲
の
一
車
線
規
制
を

含
む
)
は
、午
後
六
時
か
ら
十

時
ま
で
車
の
通
行
を
禁
止
し
ま

す
▽
曹
都
高
速
道
路
葛
飾
・

川
口
線
千
住
新
橋
ラ
ン
ブ
の
出

入
り
は
、で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
千
住
新
橋
専
用
出
口
も

利
用
で
き
ま
せ
ん

□
打
上
場
付
近
の
皆
さ
ん
へ

打
上
場
付
近
に
お
住
ま
い
の
次
の

施
設
の
所
有
者
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

危
険
初
施
設
　
∇
屋
外
の
容
器
入

り
危
険
物
は
、
ブ
タ
を
閉
め
、

防
炎
シ
ー
ト
で
お
お
っ
て
く
だ

さ
い
　
▽
危
険
物
倉
庫
は
、扉

を
完
全
に
閉
め
て
く
だ
さ
い

▽
消
火
の
準
備
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い

特
殊
可
燃
物
貯
蔵
所
　
屋
外
に
お

い
て
あ
る
木
く
ず
な
ど
は
防
災

シ
ー
ト
を
か
け
て
、
監
視
を
し

て
く
だ
さ
い

※
船
舶
を
利
用
し
て
観
覧
す
る
方

は
お
近
く
の
薯
察
署
ま
で
届
け
て

く
だ
さ
い
。

□
家
庭
で
ご
覧
に
な
る
皆
さ
ん
へ
　

屋
上
で
兒
る
方
は
、
手
す
り
の

安
全
を
確
認
し
、
手
す
り
に
は
登

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
屋
上
に
仮
設
の
見
物
席
を
設
け

た
り
、
大
勢
の
方
に
一
時
貸
す
場

合
は
、
お
近
ぐ
の
消
防
署
へ
届
け

て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
区
観
光
協

会
(
経
済
課
内
)
へ
。

図1 花火大会会場

図I I 交通規制図

友 好 都 市
ホ

ッ
ト

ラ

イ

ン

りんごの町山ノ内を
老人クラブが訪問

足
立
区
孝
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
代
表
四

十
四
名
が
、
六
月
十

三
日
か
ら
十
四
日
に

か
け
て
、
長
野
県
山

ノ
内
町

を
訪
問

し
ま
し

た
。今
回
の
訪
問
は
、

山
ノ
内
町
の
老
人
ク

ラ
ブ
邏
合
会
と
の
交

歓
を
通
じ
、
お
互
い

の
経
験
を
話
し

合

い
、
交
流
黔
深
め
る

た
め
の
も
の
で

し

た

。山
ノ
内
町
は
、
教
育
県
長
野
の

名
に
ふ
さ
わ
し
く

孝
人
大
学
を

閧
講
す
る
な
ど
特
枩
の
る
活
勳
を

し
て
お
り
、
足
立
区
の
皆
さ
ん
も

熱
心
に
耳
を
煩
け
て
い
ま
し
た
。

足
立
区
か
ら
も
老
人
ク
ラ
ブ
活

勳
の
経
験
を
話
す
な
ど
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
今
後
そ
れ

ぞ
れ
の
長
所
を
取
り
入
れ
て
活
動

す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

小
出
町
で
球
場
開
き

ハ
リ
ケ
ー
ン
チ
ー
ム

祝
砲
!

友
好
自
治
体
提
携
を
結
ん
で
い

る
新
潟
県
小
出
町
に
新
し
い
町
営

野
球
場
が
完
成
。
両
翼
九
〇
㍍
の

広
さ
を
も
ち
、
近
ぐ
ナ
イ
タ
ー
設

備
も
整
い
嫐
y
。

六
月
十
日
に
は
、
こ
れ

を
祝
つ
て
行
わ
れ
た
観
曹

野
球
大
会
に
、
区
内
の
社

会
人
チ
ー
ム
「「
リ
ケ
ー

ン
」の
メ
ン
バ
ー
十
八
人

と
区
の
野
球
連
盟
役
員
三

人
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

招
待
試
合
は
、
小
出
町

ぐ
る
み
で
実
行
委
員
会
を

つ
く
り
計
躅
さ
れ
た
も
の

で
、
同
日
は
町
の
人
び
と

も
熱
心
に
観
軌
。
試
合
展

閧
は
息
つ
ま
る
投
手
戦
と
な
り
ま

し
た
が
、
若
さ
に
ま
さ
る
「
全
小

出
」
が
三
上

で
逃
げ
切
り
。

試
合
前
日
の
交
歓
会
で
は
、な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
今
後

の
交
流
に
つ
い
て
懇
談
。
野
球
を

通
じ
て
さ
ら
に
友
好
を
深
め
て
い

こ
う
と
約
東
し
ま
し
た
。

補
助
一
〇
〇
号
線
沿
い
の
皆
さ
ん
ヘ

燃
え
な
い
建
物
に

建
て
替
え
ま
せ
ん
か
220万円助成

区
で
は
、
「災
害
に
強
い
ま
ち
つ

く
り
」を
璽
点
施
策
の
一
つ
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ホ
y
。こ
の
一

環
と
し
て
補
助
一
〇
〇
号
線
を
大

震
火
災
の
際
の
安
全
な
「
避
難
路
」

と
し
て
、
ま
た
帯
状
の
「
延
焼
遮

断
帯
」
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す

。

こ
の
た
め

、
六
月
か
ら
こ
の
地

区
で
不
燃
化
促
進
助
成
事
業
を
行

つ
て
い
ま
す

。

こ
の
事
業
は
、
不
燃
化
促
進
区

域
内
で
、
建
築
物
整
備
基
準
に
あ

っ
た
一
定
規
模
の
不
燃
建
築
物
を

建
て
る
方
に
助
成
金
を
さ
し
あ

げ
、
不
燃
建
築
物
が
建
て
や
す
く

な
る
ぷ
つ
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
区
域
で
、
こ
れ
か
ら

建
物
奩
遲
て
さ
つ
と
す
る
方
は
こ

の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

助
成
内
容

左
表
参
照

助
成
対
象
の
不
燃
化
促
進
区
域
　

補
助
一
〇
〇
号
線
(
西
釿
井
橋

か
ら
環
状
七
号
線
ま
で
)
の
両

側
お
お
む
ね
三
十
㍍
以
内

助
成
期
限

昭
和
六
十
九
年
三
月

三
十
一
日

※
ほ
か
の
地
域
に
も
、
順
次
不
燃

化
促
進
区
域
を
増
や
し
て
い
く
予

定
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
都
市
整
備
課
都

市
防
災
計
画
袒
当
へ
。

加入促進期間中
足立区勤労者共済会

足
立
区
動
労
者
共
済
会
は
、
中

小
企
業
に
働
く
動
労
者
の
福
利
厚

生
充
実
の
た
め
に
、
区
内
の
動
労

者
・
事
業
主
と
区
が
協
力
し
て
発

足
し
ま
し
た
。

「
少
な
い
負
担

と
大
き
な
福
利
」

を
合
言
葉
に
、
燮

弔
金
・
見
舞
金
の

給
付
の
ほ
か
、
ホ

テ
ル
・
旅
館
・
レ

ジ
ャ
ー
施
設
・
人

間
ド
ッ
ク
の
利
用

補
助
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
行
事
、

生
活
資
金
の
貸
付
な
ど
を
行
つ
て

い
ま
す
。

夏
に
は
、
夏
季
借
上
施
設
(
民

宿
)
や
指
定
避
園
地
の
ブ
ー
ル
が

安
く
利
用
で
き
ま
す

。
秋
以
降
は

ハ
ゼ
つ
り
大
会
、
ジ
ャ
ズ
体
操
講

座
、
一
泊
二
日
旅
行
な
ど
蚤
予
定

し
て
い
ま
す
。

勤
労
者
の
豊
か
な
生
活
と
安
心

の
た
め
、
ま
た
商
店
や
企
業
の
繁

栄
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ

さ
い
。

入
会
で
き
る
方
　

▽
区
内
の
中
小

企
業
(
従
業
員
三
百
人
以
下
)
に

働
い
て
い
る
方
(

六
ヵ
月
以
上

の
パ
ー
ト
可
)
　

▽
区
内
に
居

住
し
区
外
の
中
小
企
業
に
動
め

て
い
る
方

入
会
金
・
会
費
　

一
人
に
つ
き
入

会
金
二
百
円
、
会
費
月
額
五
百

円く
わ
し
く
は
、
勤
労
者
共
済
会

亊
務
局
(
勣
労
福
祉
係
内
)
へ
。

★
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
★

授
産
場
で
仕
事
を

求
め
て
い
ま
す

高
齢
者
事
業
団
で
は
、
一

般
胱
労
に
な
じ
ま
な
い
、
老

人
を
対
象
に
し
た
、箱
折
り
、

シ
ー
ル
貼
り
な
ど
の
簡
単
な

作
業
を
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
内
職

に
適
し
た
簡
単
な
仕
事
の
発

注
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

足
立
区
高
齡
者

事
業
団

　
八
七
〇
-

六

二
二
二

お
知
ら
せ

□
水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し

た次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
に
は
、
三
年
以

内
に
水
洗
化
の
工
事
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
　
▽
全
部
可

能
街
区
…
梅
田
四
丁
目
二
九

番
　
▽
一
部
可
能
街
区
E
梅

田
四
丁
目
二
四
番
・
二
六
番

～
二
八
番

供
用
開
始
年
月
日
　
六
月
一
日

問
合
せ
先
　
下
水
迺
局
小
菅
支

所
(
　
六
〇
一
〒

八
八
二
二
)

ま
た
は
区

役
所
下
水
道
課
(

　
八
八
九
上
(
I

六
一
)

□

ご
協
力
く
だ
さ
い

道
路
台
帳
修
正
の
た
め
の

測
量

現
在
遜
路
台
帳
現
況
平
面
図

の
修
正
作
業
を
行
つ
て
い
ま

す
。測
量
の
た
め
、私
有
地
内
に

立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
際
に
は
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
作
業
者
は
、
区
発
行

の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い

ま
す

。

作
業
期
限

昭
和
六
十
年
三
月

問
合
せ
先

道
路
台
幌
係

□
ご
協
力
く
だ
さ
い

事
業
所
続
計
調
査

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、

亊
業
所
の
事
業
の
種
類
や
規
模

な
ど
の
調
査
の
た
め
、
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員
は
、
調
査
員
証
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
藐
計
係

□
ご
連
絡
く
だ
さ
い

街
路
灯
が
点
灯
し
な
い
と
き

区
内
に
は
、
区
で
管
理
す
る

街
路
灯
(
オ
レ
ン
ジ
色
)
が
二

万
七
千
灯
あ
り
、
防
犯
、
交
通

安
全
に
役
立
つ
て
い
ま
す
。

街
路
灯
が
点
灯
し
な
い
と
き

は
、
そ
の
街
路
灯
の
所
在
地
と

管
理
番
脅
痊
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

連
絡
・
問
合
せ
先
　
第
二
庁
舎

街
路
照
明
係

　
八
八
九
-
　

六
一
六
一

□
国
民
年
金
相
談

足
立
社
会
保
険
事
務
所
の
専

門
官
扣

国
民
年
金
に
関
す
る

質
問
な
ど
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
　
八
月
一
曰
(
水
)
、午
前

十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
二
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
適
用

係

□
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
　

七
月
は
、
昭
和
五
十
九
年
度

第
二
期
分
(
七
月
～
九
月
)
の

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限

で
す
。
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す

と
、
万
一
の
亊
故
の
と
き
に
障

害
年
金
や
、
毋
子
年
兪
な
ど
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
将
采
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
吶
付
期
限
ま

で
に
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

国
民
年
金
課
椣
認

係

契約は
慎重に

英語教材などの
契約ト ラブル急増!

最
近
、
学
生
な
ど
二
十
歳
前

後
の
若
者
か
ら
「
英
語
教
材
を

購
入
し
た
が
、
支
払
い
が
困
難

な
の
で
解
約
し
た
い
」
と
い
っ

た
相
談
が
多
く
よ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
四
月
か
ら
六
月
ま
で
に

十
四
件
(
昨
年
度
中
は
十
九
件
)

も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
電
話
で
呼
び
出

さ
れ
た
り
、
路
上
で
声
を
か
け

ら
れ
、
喫
茶
店
や
亊
務
所
な
ど

で
「
海
外
旅
行
へ
安
く
行
け
る

」

な
ど
、
巧
み
な
卮
葉
に
よ
り
、

購
入
契
約
を
し
た
も
の
で
す
。

一
度
結
ん
だ
契
約
は
、
ク
ー

リ
ン
グ

ー
オ
フ
制
度
や
法
律
な

ど
で
決
め
ら
れ
た
特
別
な
場
合

を
除
い
て

、
一
方
的
に
解
除
で

忝
な
い
の
が
原
則
で
す

。

契
約
に
際
し
て
は
、
あ
な
た

に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
商
品

か
ど
う
か
、
支
払
い
が
可
能
か

ど
う
か
を
よ
く
考
え
て
か
ら
契

約
し
ま
し
ょ
う
。

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
】　

ク
ー
リ
ン
グ
ーオ
ブ
制
度
と

は
、
通
常
の
店
舗
以
外
の
場
所

で
分
創
払
い
に
よ
る
契
約
を
し

た
場
合
に
、
契
約
日
を
含
め
て

四
日
閧
以
内
に
書
面
(
内
容
証

明
郵
便
等
)
で
契
約
の
解
除
を

申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
無
条
件

で
解
約
で
き
る
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
法
律
で
指
定
さ
れ

た
葭
品
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
　
八
七
〇
上

三
〇
一
)

へ
。

迷
わ
ず
に
ご
相
談
を

就
学
相
談

現
在
、
来
年
四
月
に
小
学
校

に
入
学
す
る
子
ど
も
さ
ん
の
就

学
相
談
を
行
つ
て
い
ま
す
。

心
身
に
障
害
を
も
つ
子
ど
も

さ
ん
に
と
っ
て
、
就
学
の
場
を

ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か
、
適

す
る
教
育
の
場
を
専
門
の
相
談

纐
が
、
保
護
者
の
方
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

相
談
方
法
　
電
話
予
約
(
午
前

九
時
I
午
後
五

時
、
土
曜
日
は

正
午
ま
で
)

受
付
期
限

八
月

二
十
五
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン

タ
ー
就
学
相
談
担
当

　
八

五
九
-
九
五
三
一

お
子
さ
ん
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
ヘ

教
育

相
談
室

□
電
話
に
よ
る
相
談

日
時
・
電
話
番
号
　
火
曜
日
～

金
曜
日
、
午
前
十
時
～
午
後

四
時
　
八
八
四
-
七
八
六
七

□
面
接
に
よ
る
相
談

日
時
　
月
曜
日
～
土
曜
日
、
午

前
九
時
～
午
浚
五
時
(
た
だ

し
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー
教
弩
相

談
室
`
l
八
五
九
-
九
五
三

一
◎
教
育
相
駁
柬
部
分
室

日
時
　
月
曜
日
～
金
曜
日
、
午

前
九
時
～
午
後
四
時

。

場
所
　
東
和
一
-
一
七
-

匸
一
(

北
三
谷
小
学
校
内
)

　
六

二
〇
-

五
九
〇
〇



昭 和59 年7 月20 日あ だ ち 広 報第657 号( 3)

竹の塚駅前

7
月
3
1
日
ま
で
で
す

有
料
自
転
車
駐
車
場
の

登
録
受
付

有
料
登
録
制
に
な
る
自
転
車
駐
車

場
　
▽
竹
の
塚
東
自
転
車
畦
車
場

(
竹
の
I

六
I
一
六
先
)
・・・
図

の
I
　

▽
竹
の
楸
西
自
転
卑
畦

車
場
(
伊
興
町
前
沼
一
一
五
七
)

・・・
図
の
2
　

▽
竹
の
筱
帛
自
転

車
畦
卑
鍋
(
伊
興
町
大
境
一
五

九
〇
-

五
先
)
・・・
図
の
3

※
運
営
管
理
は
(
財
)
自
転
車
駐
車

場
慶
儁
セ
ン
タ
ー
が
行
い
ま
す
。

利
用
責
格
　

▽
足
立
区

、
ま
た
は

隣
接
す
る
区
に
住
所
、
勦
務
先

ま
た
は
学
校
を
有
す
る
方
　
▽

通
駟
も
し
く
は
通
学
の
た
め
に

利
用
す
る
方
　

▽
住
居
、
勦
務

先
、
ま
た
は
学
校
が
駅
か
ら
お

お
む
ね
八
百
㍍
(
心
身
陣
害
者

の
方
は
除
く
)
を
超
え
る
距
離

に
あ
る
方
　
▽
普
通
利
用
に
つ

い
て
は
一
ヵ
月
に
十
日
以
上
通

勦
・
通
学
に
利
用
す
る
方

嶌
バ
イ
ク
等
の
利
用
は
で
声
汞
せ

ん

。

駐
車
料
金
　
▽
定
期
利
用
・・ニ

カ

月
千
八
百
円
、
三
ヵ
月
五
千
円

※
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、
心
身

陣
害
者
の
方
は
半
額
で
す
。

▽
普
通
利
用
・・・
一
日
一
回
百
円

※
普
通
利
用
の
方
も
登
録
が
必
要

で
す

。

申
込
方
法

次
の
事
項
を
記
入
の

う
气

往
復
ハ
ガ
キ
で
甲
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

①
住
所

②
氏
名

③
職
業

(
学
生
は
学
年
)

④
電
話
番

号
(

遲
絡
先
)

⑤
畦
率
場
を

夜
間
利
用
し
て

、
会
社
・
学
校

に
通
勤
・
通
学
す
る
方
は
そ
の

会
杠
・
学
校
の
所
在
地

⑥
希

望
の
自
転
車
駐
車
場
名

⑦
定

期
利
用
ま
た
は
督
通
利
用
の
区

分
申
込
期
限
　
七
月
三
十
一
日
(
当

日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
交
通
安
全
対

策
課
(

〒
跏
千
住
一
丿
四
―
一

六
)

□
放
置
禁
止
区
域
の
指
定

駅
周
辺
三
百
㍍
の
範
囲
を
九
月

一
日
か
ら
放
置
菷
止
区
域
に
指
定

し

、
そ
の
後
も
敦
筐
さ
れ
て
い
る

自
転
車
に
つ
い
て
は
移
送
椹
置
を

と
n
ま
す

。

□
無
料
自
転
車
駐
車
場
を
開
設

上
図
4

・
5
の
駐
車
場
に
つ
い

て
は
、
無
料
で
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い

。

な
お
、
竹
の
塚
東
・
西
・
南
の

各
自
転
車
畦
車
場
は
現
在
工
亊
中

の
た
め
利
用
で
膏
稾
せ
ん
。
九
月

一
日
か
ら
有
料
で
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

龠転車駐車場案内図 およぴ敖 置禁止区域推定図
豪
黒
ぬ
り
郎
分
の
這
黯
は
放
置
禁
止
区
域
で
す

家
庭
福
祉
員
募
集

保
育
に
欠
け
る
乳
児
の
た
め
、

冢
底
で
保
斉
し
て
い
た
だ
く
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格
　
▽
二
十
五
歳
～
五
十
歳
ま

で
り

心
身
と
も
に
健
康
な
方
　

▽
保
母

、教
員
、
助
産
婦

、保
健

婦
、
ま
た
は
讎
護
婦
の
責
格
が

あ
る
こ
と
　

▽
現
に
養
育
し
て

い
る
六
歳
禾
渦
の
児
童
が
い
な

い
こ
と
　

▽
保
育
専
用
室
と
し

て
六
畳
以
上
の
部
屋
が
、
原
則

と
し
て
一
陪
に
あ
る
こ
と

預
か
る
児
養
　
三
歳
禾
満
の
児
菫

を
三
人
ま
で

預
か
る
時
間
　
午
前
八
時
～
午
後

五
時

※
区
か
ら
保
育
経
費
、
振
興
養
、

行
事
養
、
賠
償
養
任
保
険
料
等
を

補
助
し
ま
す
。

※
特
に
千
住
(
東
口
)
、
崚
瀬
地
区

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

。

問
合
せ
先

保
育
課

手
話
奉
仕
員

養
成
講
習
会
(
中
級
)

日
程
　
八
月
十
八
日
～
翌
年
三
月

三
十
日
ま
で
の
肓
週
土
曜
日
、

お
よ
び
三
月
二
十
四
日
(
日
)

※
十
二
月
二
十
九
日
、
一
月
五
日

を
除
さ
ま
す
。

眄
間
　
午
後
二
時
～
四
時

場
所
　
心
身
陣
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勣
の
方
で

セ
ン
タ
ー
実
施
の
朷
級
講
習
会

修
了
者
、
ま
た
は
簡
単
な
日
常

会
話
が
で
き
る
程
度
の
手
話
を

習
樽
し
て
い
る
方
で
奉
仕
活
勳

が
可
能
な
方

募
集
人
数
　
四
十
名
(
費
用
無
料
)

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齡
、
性
別
、
電

話
番
气

手
話
学
習
経
験
歴
を

記
入
の
こ
と

申
込
期
眼
　
八
月
四
日
(
必
普
)

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
陣
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
1竹
の
塚
二
-

二
五
上

七

酋
八
八
三
-
　

六
一
七
一
)

お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す

児
童
緊
急
一
時
保
護

毋
観
が
お
産
を
し
た
り
、
病
気

で
病
睨
へ
行
く
時
な
ど
に
、
昼
間

だ
け
児
章
を
預
か
り
ま
す
。

預
か
る
方
　
▽
山
本
治
枝
(
青
井

三
丁
目

酋
八
八
六一
四
七
九

〇
)

▽
池
田
克
子
(
西
伊
興

町

酋
八
五
三
上
六二
四
七
)
　

▽
早
川
ヨ
リ
子
(
竹
の
罹
一
丁

目

眥
八
八
五
上
二
八
五
〇
)
　

▽
稲
垣
由
美
子
(
南
花
畑
五
丁

目

眥
八
八
五
一
四
七
八
三
)
　

▽
細
井
八
重
子
(
綾
瀬
四
丁
目

酋
六
二
〇
一
一
四
〇
八
)

▽
戸
田
と
し
え
(
大
谷
田
一
丁
　

目
I
六
○
五
上
六
三
ニ
ー
)
　

▽
谷
島
美
佐
子
(
興
野
二
丁
目
　

酋
八
九
八
t
二
三
五
三
)
▽
藤

田
ケ
エ
子
(
江
北
四
丁
目

登

六
九
〇
-
○
四
二
九
)
　▽
熊
会

洋
子
(
保
塚
町
a

八
八
三
-
　

○
七
四
三
)

預
か
る
児
童
　
生
後
三
ヵ
月
以
上

学
齢
禾
員
児
を
三
人
ま
で

預
か
る
畤
間
　
午
前
八
時
～
午
後

五
時
ま
で
の
必
脣
最
少
時
閠

料
金

一
時
問
に
つ
き
二
百
円
。

午
後
五
時
以
降
は
一
時
閧
に
つ

き
三
百
円
(
た
だ
し
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
、
生
活
保
霞
世
帯

は
料
金
免
除
)

依
頼
力
法
　
預
か
っ
て
ほ
し
い
方

に
電
話
で
溽
絡
し
て
く
だ
さ
い

※
千
住
地
区
な
ど
で
は
、
四
名
の

児
童
緊
急
一
時
保
護
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
保
青
課

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
業
資
金

賃
付
対
象
　
一
般
の
金
融
機
関
か

ら
融
賚
を
受
け
る
こ
と
が
困
雛

で
、こ
の
資
金
を
借
り
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
独
立
の
生
計
が

た
て
ら
れ
る
方
で
、
次
の
要
件

に
蔽
当
す
る
方

▽
区
内
に
一
年
以
上
居
住
し
て

い
る
こ
と
　
▽
a
付
け
に
よ

り
、
す
ぐ
に
事
業
が
始
め
ら
れ

る
こ
と
　
▽
住
民
税
を
滯
納
し

て
い
な
い
こ
と
　
▽
確
実
な
遅

帯
保
証
人
一
名
を
つ
け
る
こ
と

貸
付
限
度
額

百
万
円

利
率
　
年
三
・
六
五
%

返
済
方
法
　
五
十
回
均
等
貭
還
(

六
ヵ
月
据
肚
)

申
込
方
法
　
甲
込
用
紙
を
直
接
援

謾
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
各
出
張
所
に
も
あ

り
ま
す
。

申
込
期
限
　
八
月
四
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

ひろば

カット: 鈴木 文夫さん(
六月一丁目l

□
「
ス
ル
ギ
山
の
会
」
会
員
募
養

冬
山
を
目
標
に
、四
季
の
山
を

桑
し
み
ま
す
。

例
会
　
毎
月
第
二
・
四
火
曜
日

費
用

月
額
千
円

連
絡
先
　
山
本

酋
八
五
〇
一
九

六
〇
八
(
夜
間
)

□
日
本
舞
踊
生
徒
募
集

日
畤
　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
一
時

一
四
時

場
所
　
東
和
杠
会
政
育
館

費
用
　
月
額
二
千
五
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
藤
む
ら
さ
き

日
本
舞
踊
同
好
会
(
田
中
)
　

魯
六
〇一
六
I
ニ
七
一
〇

□
中
国
語
会
話
(
初
心
者
)
募
集

曰
時
　
九
月
か
ら
毎
週
土一
日
、

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

場
所
　
青
年

館
、
ま
た
は

梅
島
住
区
セ

ン
タ
ー

費
用
　
▽
テ
キ

ス
ト
代
…
千

円
(

朷
回

の
み
)
　
▽

月
額・・・二
千
円

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ

申
込
・
問
合
せ
先
　
榊
原
徳
(
〒

圃
千
住
宮
元
町
一
五
-
九
S
　

八
六
八
-
三
七
八
八
)

□
合
気
道
(
薫
友
会
)
会
員
募
集

日
畤
　
毎
週
土
曜
日
、
午
後
一
時

～
四
時
三
十
分
の
間
自
由

場
所
　
総
皀
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
の
小
・
中
学
生

お
よ
ぴ
一
般
男
女

養
用
　
無
料
(
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
)

申
込
・
問
合
せ
先

擇
村

豐
八

九
七
-
三
七
二
七
(
夜
間
)

□
空
手
道
会員
募
集

日
畤
　
毎
週
水
・
土
皿
日
、
午
後

七
時一
九
時

塲
所
　
第
二
中
学
校
体
育
館

輿
用
　
月
額
三
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
田
中

啻
八

七
〇
-
五
八
一
六
(
午
後
七
時

～
九
時
)

□
木
目
込
人
形
会
員
募
集

日
時

毎
週
木
曜
日
、
午
前
十
時

～
正
午
・
午
後
一
時
～
三
時

場
所

関
根
宅
(
東
和
四
丁
目
)

養
用

月
額
千
円
(
ほ
か
に
材
料

賢
実
養
千
二
百
円
程
度
)

申
込
・
問
合
せ
先

関
根
I

六

○
五
-
一
六
一
六

□
夏
休
み
親
子
キ
ャ
ン
プ
募
集

日
程
　
八
月
二
十
三
日
～
二
十
五

日
(
二
泊
三
日
)

か
し

キ
ャ
ン
プ
地

国
立
那
須
甲
子
少

年
自
然
の
家
(
福
島
県
)

対
象
　
三
歳
以
上
(
小
学
三
年
生

以
下
は
観
同
伴
の
こ
と
)

費
用
　
一
人
九
千
円

定
員
　
百
名
(
先
着
順
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
星
の
会
(
佐

々
木
)

昔
八
八
三
-
四
四
二

六
□
弥
生
第
一
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
募
集

日
時
　
毎
週
日
曜
・
祭
日
、午
前

八
時
三
十
分
か
ら

場
所
　
梅
鳥
小
学
校
体
青
館

対
象
　
小
学
三
年
生
以
上
の
男
女

養
用
　
▽
入
会
金
・・・千
円
　
▽
月

額
…
千
五
百
円

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
　ま
た
は
電
話

申
込
・
閥
合
せ
先

吉
田
正
(
〒

閇一
梅
田
六
一
三
一
T
三

酋
八

四
〇
-
○
○
四
〇
)

□
足
立
区
め
っ
き
文
化
展

日
時
　
七
月
二
十
八
日
・
二
十
九

日
、
午
前
十
時
～
午
峻
四
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

賢
用
　
無
料

問
合
せ
先
　
瀬
田

魯
八
四
九
-

一
一
五
五

□
秩
父
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
講
習
会

日
時
・
場
所
　
七
月
二
十
九
日
、

八
月
五
日

上
長
瀞
駅
前
午
前

十
時
五
分
集
合

費
用
　
一
日
に
つ
き
千
五
百
円
(

保
険
料
他
)

申
込
・
問
合
せ
先
　

三
品

昔
八

四
八
-
三
六
〇
〇
(

夜
間
)

□
桜
会
(
着
付
・
日
舞
)
会
員
募
集

日
時
　
毎
月
第

了

二
・
三
土
曙

日

、
午
後
一
時
～
四
時

塲
所
　

中
央
本
町
社
会
教
育
館

養
用

月
額
千
三
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
山
本

酋
八

九
八
-

六
一
一
四

投
稿
現
定
　
▼
サ
ー
ク
ル
崎
報
、
行
亊
、
催
し
も
の
、
講

習
会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
　
▼
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封

書
で
百
三
十
字
以
内
　
▼
住
所
、
氏
名
、
団
体
名
、
電
話
番

号
、
養
用
(
金
額
・
使
途
)
を
明
記
　
▼
営
利
、
宗
教
、
政

治
目
的
の
も
の
は
掲
載
不
可
　
▼
掲
載
、
不
掲
載
の
連
絡
は

し
ま
せ
ん
　
▼
絳
切
り
は
発
行
日
の
一
ヵ
月
前
　
▼
掲
載
後

の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(〒
励
千
住
一
-
四
-
一
八
)

国民健康保険
加 入 の 方 ヘ

□
俣
険
料
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
の
所
夥
創

額
は
、そ
の
年
度
の
住
民
税
額

を
も
と
に
計
算
さ
れ
李
y
。

そ
こ
で
、
七
月
か
ら
保
険
料

が
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
で
豕
わ
る

こ
と
に
な
n
乖
歹
。
賦
課
方
法

は
、
次
の
よ
う
に
な
n
4
ヂ

。

▽
六
月
に
通
知
の
住
民
税
額

が
、
昨
年
度
の
税
額
よ
り
増

え
た
世
帝
は
、四
月
か
兔
六

月
ま
で
の
保
険
料
の
増
額
分

を
七
月
分
に
上
乗
せ
し
て
通

知
し
ま
す

▽
住
民
税
額
が
減
つ
た
世
帯
は

七
月
以
降
の
納
付
額
を
平
均

に
な
ら
し
て
通
知
し
ま
す

▽
前
年
度
に
住
民
税
額
が
あ
つ

て
、
六
月
に

ま
だ
今
年
度

の
税
額
が
決

ま
6
な
い
場

合
は
、
税
額

が
決
ま
る
の

豪
ま
っ
て
前

記
の
処
理
を

し
ま
す

□
保
険
料
を
減
額
し
ま
す

今
年
度
の
住
民
税
の
申
告
を

し
た
力
、
ま
た
は
四
月
十
五
日

ま
で
に
保
険
料
軽
減
の
た
め
の

簡
易
申
告
書
を
提
出
し
た
方

で

、
次
の
慕
単
に
該
当
す
る
方

は
、
保
険
料
の
均
等
粡
額
岑
忌

顕
し
ま
す
。

▽
世
帯
主
と
世
帯
員
の
合
計
総

所
得
額
が
二
土

六万
円
以
下

の
世
帯
・・・
均
等
割
七
割
減
額

▽
世
帯
主
と
世
帯
貝
の
合
計
総

所
寿
金
額
が
、
二
十
六
万
円

十
(
十
九
万
円

×

世
帯
主

を
除
く
世
帯
人
数
)
以
下
の

世
帯
E
均
等
割
五
割
減
額

問
合
せ
先

国
民
健
康
保
険
蹶

賦
課
係

保 健

衛 生

成
人
病
検
診

脳
卒
中
、
糖
尿
『

心
』
繻

な
ど
の
燻
人
病
は
、
自
覚
症
状

の
な
い
こ
と
が
特
微
で
す
。
成

人
病
予
防
に
は
、
定
期
的
に
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す

。

日
時
　
毎
週
金
曜
日
、
午
前
九

時
～
十
時

場
所
　

千
住
保
健
所

対
象

区
　内
在
住
の
満
三
十
歳

以
上
の
方

検
査
項
目
　
心
電
図
、
眼
底
、

尿
、
血
液
な
ど
二
十
三
項
目
(

胄
・
子
宮
が
ん
は
含
贏
れ

ま
せ
ん
)

費
用

五
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健

所

酋
八
八
八
-
四
二
七
七

八
月
の
献
血
予
定

▽
二
日
(

木
)
・・・
足
立
税
孩一
署

(千
住
旭
町
四
丁
目
)
　

▽
三

日
(

金
)
E

サ
ミ
ッ
ト
ス
ト
ア

五
反
野
店
(
中
央
本
町
二
丁
目
)

▽
四
日
(

土
)
…
竹
の
撮
駅
東

囗
　
▽
六
日
(

水
)
i

王
子
信

用
金
車
西
新
井
支
店
(
西
新
井

五
丁
目
)
　

▽
九
日
(

木
)
・
:

東
亰
都
陸
運
事
務
所
足
立
支
所
(

南
花
畑
五
丁
目
)

▽
十
一

日
(
土
)
・・・
西
釿
井
駅
東
囗
　

▽
十
三
日
(

月
)
…
北
千
住
駅

西
囗
　
▽
十
四
日
(

火
)
・・・
竹

の
鑞
駅
東
口

▽
十
五
日
(
水
)

・・・
区
R
所
第
二
庁
舎

▽
土

六

日
(
木
)
・
:西
新
井
駅
東
囗
　

▽
十
七
日
(
金
)
・・・
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
堂
綾
瀬
店
　
▽
二
十
日

(月
)
・・・竹
の
塚
駅
東
囗
・
北

千
住
駅
西
口

▽
二
十
五
日

(土
)
・・・
西
新
井
駅
東
囗

▽

二
十
七
日
(

月
)
・・・
北
予
住
駅

西
口
・
第
十
二
出
張
所

▽
三

十
日
(
木
)
・
:北
千
住
駅
西
囗

・
竹
の
塚
駅
東
口

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
十

時
～
午
後
三
時
三
十
分
(

昼
食

休
胆
時
閧
は
除
孝
豕
す
)
。

問
合
せ
先

区
役
所
保
健
予
防

係
、
葛
飾
赤
十
宰
血
液
セ
ン

タ
ー

ー
六
九一
テ
五
七
〇

一
)

一
般
健
康
診
査

四
十
歳
以
上
の
方
を
対
象

に

、
健
康
診
査
岑
存
つ
て
い
ま

す
。
健
診
日
時
は
下
表
の
と
お

り
で
す
の
で

、
所
管
の
保
健
所

・
保
健
相
談
所
へ
電
話
で
申
し

込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
結
核
予
防
法
に
基
づ

く
桔
核
検
診
も
同
時
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

賢
用
　
▽
一
般
健
康
診
査
・・・
百

円
　

▽
柵
密
診
莟
…
五
百
円
(

生
活
保
霞
世
帯
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
免
除
)

一
般
診
査
の
検
査
内
容

問

診
、
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、

尿
検
査
、X
線
間
接
撮
影
等
(

倹
査
の
結
果
、
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
た
方
は
、
精
密
診

査
も
行
い
ま
す
)

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
、必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

保
健
予
防

係
、
足
立
保
健
所
【
酋
八
五

五
↓
四
一
五

】)
、江
北
保
健

相
談
所
(

酋
八
九
六
L

四
〇

〇
四
)
、
千
住
保
鴿
所
(

八

八
八
一
四
二
七
七
)
、柬
和
保

健
相
談
所
(
酋
六
〇
一
六
I
四

一
七
一
)
、中
央
本
町
保
健
相

談
所
(

六
八
〇
-

一
二
六

五
)

一般傭康診査日程一覧表

散歩みち ( 中川サイクリング

ロード)

か
つ
て
は
桜
の
名
所
だ
っ
た

中
川
堤
。
こ
の
岸
に

、
延
長
一

〇
八
〇
㍍
の
中
川
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

自
勣
車
擧
故
の
心
配
も
な
く

安
全
な
体
力
づ
く
り
の
場
と
し

て
、
土
・
日
曜
日
に
は
ち
び
つ

子
サ
イ
ク
リ
ス
ト
で
に
ぎ
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
す

。

川
岸
に
は
、
糸
を
た
れ
た
釣

人
の
姿
も
ち
ら
ほ
ら

。

賢
い
屁

。
あ
な
た
も
思
い
き

り
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

(中
川
三
丁
目
か
ら
長
門
排

水
場
ま
で

。
亀
有
駅
か
ら
徒
歩

二
十
分
)
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催
し
物
・
募
集夏到 来!

夏
休
み
子
ど
も

工
作
教
室

電
球
の
熟
で
動
く
「
回
n
と
つ

ろ
う

」を
二
日
間
で
工
作
し
ま
す

。

夏
休
み
の
ひ
と
と
糞
を
ご
覃

ん

で
一
緒
に
楽
し
く
作
つ
て
み
ま
せ

ん
か
。

曰
時
　
八
月
七
日
・
八
日
(
二
日

間
)
い
ず
れ
も
、
午
後
一
時
三

十
分
～
四
時

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
四
年
生
上
(
年
生

定
a

六
十
人
(
先
矜
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
匱
接
ま
た
は
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ

ー

八
五
〇
F
八
八
〇
一

み
ん
な
で
お
や
つ
を
考
え
よ
う

子
ど
も
実
験
教
室

お
菓
子
や
歛
み
物
を
実
際
に
テ

ス
ト
し
、
問
題
点
を
揀
つ
て
み
ま

せ
ん
か

。
ま
た
手
作
り
お
や
つ
に

挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
八
月
二
十
一
日
・
二
十
二

日
、
午
前
十
時
I
正
午

内
容
・
講
師
　

▼
ジ
ュ
ー
ス

、
キ

ャ
ン
デ
ー
の
正
体
夸
さ
ぐ
る
つ

・・・
消
費
缶
活
問
韜
研
究
家

増

尾
潸
氏
　
▼
か
ん
た
ん
で
安
全

な
お
や
つ
を
作
ろ
う
・・
料
理
研

究
家

市
川
佳
代
子
氏

場
所
　
青
年
館
調
理
靈

対
象
　
小
学
四
年
生
～
中
学
生
(

父
母
の
参
観
可
)

持
っ
て
く
る
も
の
　
筆
記
具

、
エ

プ
ロ
ン

、
上
ぱ
き

定
員
　
四
十
名

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　

電
話
予
約
(
先
善
順
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン

タ
ー

　
八
七
〇
-

一
三
九
一

水
遊
び
場
を
開
放

期
間
　
七
月
二
十
日
～
八
月
十
八

日
(
た
だ
し
、
日
臓
日
お
よ
び

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
閧
催
前
険
の

七
月
二
十
六
日
～
三
十
日
は
お

休
み
で
す
)

対
象
　
幼
児
の
み
(
無
料
)

場
所
お
よ
び
問
合
せ
先
　
東
部
セ

ン
タ
ー
(
交
通
公
園
内
)
　
　

六
〇
五
-
七
一
〇
一

区
民
ラ
ジ
オ
体
操

曰
時
　
七
月
二
十
九
日
(
日
)
午

前
六
時

場
所
　
千
庄
新
僑
グ
ラ
ウ
ン
ド

間
合
せ
先
　
体
弯
課

実
習
所
納
涼
大
会

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の
通
所

施
設
、
梅
島
生
活
実
習
所
で
は
、

納
凍
大
会
を
行
い
ま
す
。区
民
の

み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
る
機

会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

七
月
二
十
一
日
(
土
)
午

唆
六
時
三
十
分
～
九
時
(

雨

天
の
場
合
も
実
施
し
ま
す
)

場
所

梅
島
生
活
実
習
所

内
容
盆
踊
り
、
模
擬
店
な
ど

問
合
せ
先
梅
島
生
恬
実
習
所
　

八
四
九
!
一
三
七
九

小
中
学
校
給
食
展
示
会

小
中
学
校
で

、
ど
ん
な
給
食
を

食
ぺ
て
い
る
の
か

、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
試
食
も
で

瘴
汞
す
。

日
時
　
八
月
三
日
(

金
)
・
四
日

(
土
)

午
前
十
一
時
～
午
後
五

時
三
十
分
(
四
日
は
午
後
四
時

ま
で
)

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　

給
食
指
導
担
当

作
品
募
集
中

自
然
と
緑
の
写
真

コ
ン
ク
ー
ル

区
で
は
、
緑
の
大
切
さ
を
、
多

く
の
方
々
に
認
諏
し
て
い
た
だ
き

さ
ら
に
親
し
み
夲
痔
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に

。自
然
と
緑

を
テ
ー

マ
に
し
た
写
真
を
募
集
し
て
い
ま

す

。

応
募
規
定
　
▽
作
品
・・・
昭
和
五
十

八
年
十
月
か
ら
昭
和
五
十
九
年

八
月
ま
で
に
区
内
で
撮
影
し
た

自
作
未
発
表
の
も
の
　
▽
規
格

…
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
2
L
(

キ

ャ
ピ
ネ
相
当
)
～
四
ツ
切
ふ
ち

な
し

、
台
紙
無
用
　

▽
ア
マ
チ

ュ
ア
に
限
る

▽
応
募
点
数
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
賞

は
、
一
人
一
賞
と
T
る
　

▽
入

賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
　

▽

入
賞
作
品
の
ネ
ガ
は
提
出
し
て

い
た
だ
責

そ
の
便
用
権
は
区

に
帰
嘴
し
ま
す

賞
　
▽
推
せ
ん
王

点

▽
特
選

・・・
三
点
　
▽
入
選
・・・
十
点
　

▽

佳
作
・・・
二
十
点

※
入
賞
者
に
は
賞
状
、
賞
品
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。

提
出
先
　
区
役
所
緑
政
係
、
区
内

写
真
材
料
商
業
S
同
組
合
加
盟

カ
メ
ラ
店

応
募
期
阻
　
八
月
三
十
一
日

問
合
せ
先
　
緑
政
係

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

十
月
分
申
込
の
お
知
ら
せ

受
付
場
所
　
産
業
振
興
館

日
時
　
八
月
一
日

午
前
八

時
三
十
分
か
ら

※
抽
選
に
参
加
さ
れ
る
方

は
、午
前
九
時
ま
で
に

問
合
せ
先

柱
　会
敬
育
部
管

理
係

ご
参
加
く
だ
さ
い

家
庭
の
日
パ
レ
ー
ド

青
少
年
の
健
全
育
成
へ
の
認
掀

を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
、「
冢
庭
の
日
」「
青
少
年
健
全
育

吸
の
日
」
の
設
置
を
記
念
し
て
、

鼓
笛
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
た
パ
レ

ー
ド
を
行
い
ま
す

。

皆
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
七
月
二
十
一
日
(
土
)
　

午
前
九
時
三
十
分
(
雨
天
中
止
)

集
合
場
所

第
土
(
中
学
校

コ
ー
ス
　
第
土
(
中
学
校
～
柳
原
　

小
学
校

問
合
せ
先
　
斉
少
年
対
鴒
担
当

8 月の安売りデー

青

果

物
…
…
…
…
…
…
八
月
ニ
t

一
日

《
黄
緑
の
ノ
ホ
リ
の
あ
る
お
店
》

水

産

物
…
…
…
…
…
…
…
八
月
十
七
n
　

《
青
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店
》

豚

肉
…
……
八
月
十
一
日
こ
一
十
五
日

《
赤
い
ノ
ポ
リ
の
あ
る
お
店
》

足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
だより

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

事
業
案
内

申
込
・
問
合
せ
先

八
五
九
-
八
二
一
一

□
ナ
イ
タ
ー
水
泳
コ
ー
ス

日
時
　
七
月
二
十
八
日
、
八
月
四

日
・
十
一
日
・
十
七
日

こ
一
十

五
日
の
午
後
六
時
三
十
分
～
八

時
三
十
分
。(
た
だ
し
、八
月
十

九
日
の
区
民
水
泳
大
会
が
薛
邇

に
延
期
の
場
合
、
最
終
日
二
十

五
日
は
、二
十
四
日
に
変
更
)

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル

参
加
資
格
　
▼
十
八
歳
以
上
の
健

康
牟
人
(
高
校
生
も
可
)
　
▼
二

十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
咏
げ
る
人

▼
五
日
間
コ

ー
ス
に
参
加
で
き

る
人

内
容
　
フ
リ
ー
タ
イ
ム
と足
立
区

水
脉
連
盟
の
指
導
に
よ
る
レ
ッ

ス
ン
タ
イ
ム

費
用
　
千
円
(
七
月
二
十
八
日
ま

で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
)

定
員

二
百
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
匱
接
窓

口
(
七
月
二
十
日
午
前
九
時
か

ら
受
付
)

□
軟
式
テ
ニ
ス
ナ
イ
タ
ー
教
室

日
嗣

八
月
二
十
四
日
～
十
月
こ

土
(
日
の
毎
週
金
隔
日
(
計
十

回
)
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時

三
十
分

場
所
　
北
千
佳
公
園
底
球
場

対
象
・
定
S
　
区
民
・
百
名

内
容
　
基
礎
技
術
指
導

受
講
料
　
二
千
円

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
　
ハ
月
十

七
日
午
後
七
時
か
ら

ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
大
会
旅
崟

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
、氏
名
、年
齡
、電
話
番
气

教

室
名
を
記
入
の
う
刄
、
申
し
込

ん
で
ぐ
だ
さ
い
(

七
月
二
十
五

日
消
印
ま
で
有
効
、
一
人
一
通

の
み
、
日
曜
コ
ー
ス
受
講
考
は

不
可
)

申
込
先
　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
(
〒
1
2
1柬
保
木
間
ニ
ー
ニ
七
-

一
)

※
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
前
ま

で
に
必
ず
健
康
チ
ェ
ツ
ク
を
受
け

て
く
だ
さ
い

。

□
健
康
チ
ェ
ッ
ク

日
時
　

毎
週
日
曜
日

…
午
前
九
時

三
十
分
～
午
後
三
時
　

毎
週
水

曜
日
・・・
午
前
九
時
三
十
分
～
午

後
七
時
(
い
ず
れ
も
正
午
～
一

時
を
除
く
)

場
所
　

体
力
相
談
室
(
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
恚

内
容
　
血
圧
・
脈
拍
・
肺
活
量
・
尿

等
の
測
定
と
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
S

用

無
料

□
健
康
・
体
力
づ
く
り
相
談

日
時
　
毎
週
日
曜
日

午
前
十
時

I
午
後
三
時

内
容
　
ど
ん
な
運
動
を
ど
の
ぐ
ら

い
し
た
ら
艮
い
か
な
ど
の
邏
勳

処
方
、
各
種
健
康
相
談

対
象
　
区
民

費
用
　
無
料

※
相
談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

文
化
の
輪
を

広
げ
ま
せ
ん
か

舎
人
扛
会
歓
育
館
で
は
、
皆
さ

ん
の
特
技
を
活
用
す
る
場
と
サ
ー

ク
ル
づ
く
り
の
珊
を
?
凡
て
い
ま

す
。
各
種
講
習
会
(
教
室
)
等
を

計
画
し
て
い
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
　
舎
人
杠
会
敵
育
館
　

八
五
七
-
○
○
○
八

ス
ズ
ム
シ
を
さ
し
上
げ
ま
す

区
で
は
、元
渕
江
公
菌
内

生
物
館
で
飼
育
し
た
ス
ズ
ム

シ
二
千
匹
を
無
料
で
さ
し
あ

げ
李
y
。

配
布
日
　

八
月
四
日
(
土
)
　

五
日
(

日
)

配
布
場
所
　
元
渕
江
公
園
内

生
物
館

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
ス
ズ
ム
シ
希
望

」、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え

申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

※
応
募
多
歓
の
場
合
は
抽
選

申
込
期
限

七
月
二
十
八
日
(

必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
柬
邵
公
　

園
管
理
事
務
所
(
〒
1
2
0
峻
　

瀬
ニ
ー
三
〇
上
(
　
六
　

〇
二
-
八
八
三
六
)

秋
の
行
楽
に
ど
う
ぞ

湯
河
原
・
伊
豆
高
原

「
あ
だ
ち
荘
」

十
月
の
利
用
に
つ
い
て
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

申
し
込
み
は
、
一一
保
養
所

一
グ
ル
ー
ブ
、
ハ
ガ
キ

ー
枚

に
限
り
ま
す
。

空
室
が
あ
る
場
合
は
パ
利

用
日
の
三
日
前
ま
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。(
電
話
可
)

掲示
板

看
護
婦
募
集

看
護
婦
の
資
格
の
あ
る
方

で

、
パ
ー
ト
で
働
く
希
望
の
方

い
ま
せ
ん
か
。

対
象
　

看
護
曄
・
准
看
護
婦
の

有
責
格
者
で
五
十
歳
位
ま
で

の
方

内
容
　
予
防
接
種
で
の
医
師
の

補
助

就
業
時
期
・
時
聞
　

一
气

二

月
、
六
气

七
月
、
九
月
、

十
一
月
、
十
二
月
、
午
後
一

時
～
四
時

就
羃
場
所
　

学
校
(
区
内
小
・

中
学
校
)

S
金
　

時
給
千
円

く
わ
し
く
は

、(社
)
足
立
区

医
師
会
亊
務
局
(

　
ぺ
八
一
―

九
八
六
一
)
へ

。

高
校
生
に
よ
る

税
の
作
文
募
集

国
税
庁
、
国
税
局
、
税
務
署

で
は
高
扠
生
の
皆
さ
ん
か
ら
税

に
関
す
る
作
文
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

テ
ー
マ
は
税
に
関
す
る
も
の

で
あ
れ
ぱ
何
で
も
結
構
で
す
。

応
募
作
品
規
定

一
人
一
繝
で

三
千
字
以
内
、末
尾
に
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
学
校
名
、
学

年
、
学
校
の
所
在
地
を
記
入

応
募
期
限
　
九
月
五
日

応
募
・
問
合
せ
先
　

足
立
税
務

詈
(

　
八
八
八

上
(

二
四

一
)
、ま
た
は
西
新
井
税
務
菁
(

　
八
四
〇
―
二

コ
)

消
防
官
募
集

対
象
・
第
一
次
試
験
日
　
大
卒

・
短
大
卒
程
度
・
…
九
月
三
日
(

月
)
　

高
卒
程
度
・
…
十
月

八
日
(

月
)

婦
人
・・
九
月

二
日
(

日
)

受
験
申
込
書
　
都
内
の
各
消
防

署
に
あ
り
ま
す

く
わ
し
く
は
、
東
亰
消
防
庁

人
事
部
人
亭
課
(

　
二
匸
T

二
一
一
こ

へ
。

毎
月
勤
労
統
計

特
別
調
査

都
で
は
、
労
働
行
政
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
、
常
用
労
働

者
が
一
人
か
ら
二
十
九
人
の
小

規
樸
事
業
所
で
働
く
方
々
の
紿

与
、労
勵
条
件
な
ど
の
調
査
煢

八
月
に
実
施
し
ま
す
。
調
査
票

に
記
入
し
た
内
容
等
は
、
統
計

目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
。調

査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

朋
査
地
域
　
千
庄
中
居
町
、
千

住
大
川
町
、
西
新
井
本
町
四

丁
目
、
梅
田
二
丁
目
、
宮
城

二
丁
目
、
神
明
三
丁
目
、
綾

瀬
一
丁
目
の
各
地
域
の
一
部

問
合
せ
先
　
都
総
務
局
統
計
部

人
口
統
計
踝
毎
月
勠
労
軛
計

係

　
二
匸
〒
五
一
一
一

統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

東
亰
都
続
計
協
会
で
は
、今

年
も
広
く
都
民
の
方
々
に
筱
計

奎
埋
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
続

計
グ
ラ
フ
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
締
切
　曰

九
月
五
日

応
募
・
問
合
せ
先
　
都
総
務
隘

続
計
部
内

東
亰
都
藐
計
協

会
　
　
ニ
ニ
ー
五
一
一
一

公

開

講

座

初
級
マ
イ
コ
ン
教
室

都
教
齊
委
曩
会
の
事
業
と
し

て
、
公
閧
講
座
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

講
座
内
容
は
、
初
歩
的
な
も

の
で
す
か
ら
、
ど
な
た
で
も
受

諷
で
瘴
ま
す
。

日
時
　
八
月
十
八
日
(

土
)
か

ら
八
月
三
十
日
(
木
)
に
ま
で

の
十
回
、
午
啣
九
時
1
正
午

場
所
　
郡
立
江
北
高
等
学
校

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤

者
定
員
　
三
十
名
(
先
儼
順
)
S

用

無
料

申
込
方
法
　
都
立
江
北
高
等
学

校
窓
囗
へ

申
込
期
限
　
七
月
三
十
一
日
(

火
)
午
後
三
時
ま
で

問
合
せ
先
　
都
立
江
北
高
等
学

校
事
務
室

　
八
八
〇
上
二

四
一
一

障
害
者
夏
ま
つ
り

日
時
　
七
月
二
十
九
日

百
)

午
後
四
時
～
八
時

塲
所
　

都
立
足
立
養
護
学
校

内
容

盆
お
ど
り
'
模
擬
店

主
催

障
害
者
夏
ま
つ
り
実
行

委
祠
会

問
合
せ
先
　

足
立
養
護
学
校

　
八
五
〇
』
L六
C
H
(
六

夏
の
防
犯
運
動

七
月
二
十
一
日
か
ら
夏
の
防

犯
運
勣
が
始
ま
り
ま
す
。
夏
は
、

自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
盗
難

や
、性
犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。

女
性
の
一
人
歩
き
は
や
め
ま
し

ょ
う
。区
民
の
皆
さ
ん
も
ご
注

奪
ぐ
だ
さ
い
。A
千
佳
・
西
新

井
・
縵
瀬
讐
察
署
V

私
立
幼
稚
園
の
保
護
者
の
方
ヘ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

区
で
は
、
毎
年
私
立
幼
稚
園

や
幼
稚
圜
類
似
施
股
に
幼
児
を

通
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方

に

、
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

今
回
は
、
四
月
～
九
月
の
六

ヵ
月
分
(
前
期
分
)
で
す
。
支

給
娶
件
に
該
当
す
る
保
護
者
の

方
は
、申
躋
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
内
の
幼
稚
園
類
似

施
設
は
、
花
畑
団
地
幼
児
教
室

の
一
園
だ
け
で
す

。

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
謾
者

▽
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
以

降
区
民
で
あ
る
こ
と

▽
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園

類
似
施
設
に
在
園
し

、
次
の

生
年
月
日
の
幼
児
を
も
つ
保

霞
者

◎
碼
五
歳
(
昭
和
五
十
三
年

四
月
二
日
～
昭
和
五
十
四

年
四
月
一
日
生
)

◎
満
四
歳
(
昭
和
五
十
四
年

四
月
二
日
～
昭
和
五
十
五

年
四
月
一
日
生
)

◎
満
三
歳
(
昭
和
五
十
五
年

四
月
二
日
～
昭
和
五
十
六

年
四
月
一
日
生
)

▽
保
弯
料
は
、
九
月
分
ま
で
完

納
し
て
い
る
こ
と

補
助
金
の
額

◎
五
歳
児

…
月
額
五
千
五
百
円

◎
四
歳
児
・・・
月
額
五
千
五
百
円

◎
三
歳
児
:
月
額
四
千
三
百
円

支
紿
畤
期

十
月
下
旬
の
予
定

受
忖
期
限

九
月
七
日

申
講
の
力
法

▽
足
立
区
内
の
私
立
幼
碓
園
お

よ
び
幼
稚
園
類
似
施
設
の
園

児
の
保
護
者
は
、
園
に
手
続

瘴
予

る
よ
う
に
な
り
ま
す
の

で
、
園
か
ら
の
連
絡
を
お
待

ち
く
だ
さ
い

▽
足
立
区
外
の
区
市
町
村
に
あ

る
私
皀
幼
椎
園
お
よ
ぴ
幼
唯

園
類
似
施
設
に
在
籍
す
る
園

児
の
保
護
去
は
本
人
が
直

接
、
敦
育
委
軸
会
幼
児
敦
育

係
へ
申
讀
し
て
く
だ
さ
い
(

郵
送
に
よ
る
申
脯
は
、
受

付
け
て
い
ま
せ
ん
)

個
人
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
印
鑑
(
朱
肉
使
用
の
も
の
)

▽
園
児
在
粫
証
明
S
(

園
児
の

生
年
月
日
の
記
入
の
あ
る
も

の
)

▽
保
育
料
納
入
済
証
明
鏘
袤
た

は
價
収
書
(

補
助
金
を
九
月

ま
で
支
給
し
ま
す
の
で

、
保

育
料
も
九
月
ま
で
納
入
し
た

も
の
が
必
脣
で
す
)

▽
支
払
い
は
、
囗
座
振
込
の
た

め
金
融
機
関
名
、
支
店
名
、

囗
座
番
号
を
黶
認
で
き
る
保

護
者
名
懷
の
預
金
通
帳
を

、

ご
持
参
く
だ
さ
い

そ
の
他

▽
僅
所
を
異
動
し
た
場
台
は
、

足
立
区
に
を
庄
し
た
月
分
を

申
讀
し
て
く
だ
さ
い

▽
申
讀
喬
類
は
、幼
碓
園
、ま
た

は
幼
児
教
竒
係
に
あ
り
冰
す

問
合
せ
先
　
幼
児
教
育
係
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